






















会場 芝蘭会館(〒606-8302 京都市左京区吉田牛の宮 11-1 電話 075-771-0958) 
日時 12 月 14 日・15 日 
プログラム 
12 月 14 日（水曜） 
セッションⅠ．10:00-12:30  
「 From Cherry Picking to Bottom Feeding- 日 本 に お け る 銀 行 問 題 の 起 源 」        
趙成旭副教授     
「日本の銀行の構造改革」           吉田和男教授 
セッションⅡ．14:00-16:30 
「東アジア経済における為替レート変動と政策に関する再考察―過去から未来へ」        
金載永副教授 




                        金眞教助教授 
「日本の携帯電話需要の離散選択モデル分析」  依田高典助教授 
セッションⅣ．14:00-16:30 
「長期経済成長における制度と政策 
――東アジアとラテンアメリカの比較」   李 根教授 
「アジアとアフリカ経済発展の類型比較」 ジャン・クロ－ド・マスワナ講師 
 
レセプション 17:00 レストラン芝蘭 
連絡先 京都大学経済学研究科 堀和生 









上海センターブラウンバッグランチセミナー(第 11 回）のご案内 
 
引き続き BBL を開催いたします。ふるってご参加ください。 
 
第 11 回「中国における契約と紛争解決」 
講師 森川伸吾 本学法科大学院 教授 
日時 12 月 21 日（水） 12 時 15 分～13 時 45 分 




                  江田憲治（京都大学大学院人間・環境学研究科） 













模不明）が最初です。さらにデモは 9日、北京と深?で約 1万人、10 日に広州で 2万人規模
のものとなってから本格化し、16 日には、天津（数千）、上海（数万）、杭州（3000）、17
日には深?（1 万）、廈門（6000）、長沙（2000）へと拡大、このほか瀋陽、寧波、東莞、珠



































































その成果は、1995 年 8 月、『大東亜戦争の総括』として世に問われましたが、この中には、





















ました。そこで、10 月下旬から 11 月中旬にかけ、友人や留学生を通して調査票を送信し、
それをまとめる作業を行ってみました。主な質問は以下の通りです。 
  ①小泉首相は、「非戦を誓い平和を祈念する」ために靖国神社に参拝するとしていま   
すが、同意できますか？ 
  ②なぜ、小泉首相の靖国神社参拝に反対ですか？（Ａ級戦犯合祀、靖国神社の日中戦   
争＝自衛戦争論、軍人を神として祭ること、から複数回答可で選択） 
  ③日本は日中国交回復以後、中国の賠償請求放棄と引き替えにＯＤＡを行ってきまし   
たが、このことを知っていますか？ 
  ④七三一部隊・南京大虐殺・細菌戦・強制労働・慰安婦などの被害者が日本で裁判を   
起こし、ほとんど敗訴していますが、このことは反日感情に影響していますか？ 
  ⑤日本人は中国人を蔑視しているといわれますが、そう思いますか？ 
    ⑥あなたは日本人が嫌いですか？ 
 こちらの氏名と所属を名乗り、中国のみなさんが「歴史認識問題」をどう考えているか、
そのことを日本人に理解させるためのアンケートであることを述べたのですが、意外に回
答数は少なく 120 通ほどでした（ある留学生によれば、「悪用」を警戒したのではないか、
とのこと）。ただ、地域としては日本在住の留学生のほか、瀋陽、北京、上海、南京、杭州、
広州、深?、山東（都市名不明）、湖南（同）の、弁護士、大学教員、会社経営者、ＩＴ産
業や経理・財務などのホワイトカラー、事務職員、商業従事者、学生から回答が寄せられ
ました。期せずしてこれらの地域は反日デモの発生地とほぼ一致し、職業も比較的収入の
高い層というデモ参加者の想定と一致します。 
 そこで、サンプル数は全く少ないのですが、このアンケートの結果を紹介したいと思い
ます。まず①の小泉首相の靖国参拝理由に､99％の中国市民は同意できない、としました（残
りの 1％は、「同意できる」ではなく、「どちらともいえない」）。また、②の靖国参拝反対の
理由は、約 8 割の人がＡ級戦犯合祀を選びました。④の戦後補償裁判と反日感情の関連に
ついては、およそ 6 割の人が関連がある、と回答しました。これらは、私にとっては、ほ
ぼ「想定の範囲内」のことでした。なお、③のＯＤＡについては、「よく知っている」「聞
いたことがある」と答えた人が約 7 割を占めましたが、これは最近の対中国ＯＤＡ打ち切
り問題が中国で広く報道されたことが要因となっている、と考えられます（上海センター
の北野先生のご指摘です）。 
 さらに、たいへん興味深かったのが、⑤と⑥に対する回答です。すなわち、日本人が中
国人を蔑視している、と回答した人は全体の約 60％におよびましたが、日本人は「嫌いだ」、
と答えた人は 10％にとどまり、逆に「好きだ」とする人は 20％、人の好き嫌いは国籍によ
って判断するものではない、日本の右翼政治家には反対するが一般の日本人には立派な人
間も多い、などとして、「どちらでもない」とする回答が 70％にのぼったことです。日本人
から蔑視されていると回答しながら、日本人のことを好きだと答えた人も、随分いました。 
 
 若干の結論 
 とすれば、これはどのようなことを意味するでしょうか。私は、反日デモの主力となっ
たと想定される都市のインテリや学生、ホワイトカラー層は、現在までのところ、「反小泉」
ではあっても、全面的な「反日」というレヴェルにまでは至っていないと考えました。も
ちろん、アンケートの自由欄に、「日本との戦争になれば、犠牲を惜しまず戦う、これが中
国の民意だ」と過激なことを書き込む人がいました。また一昨年、私は湖南省の農村の祭
りで、日本軍の侵略をテーマとした芝居が上演されているのを見ました。ですから、こう
した傾向が中国の人々の一般的な傾向である、と説くつもりはありません。 
 しかしながら、少なくとも現在の中国社会にあって、重要な役割を占めているであろう
上記の階層の人々の反日意識が、デモの投石や商店襲撃に代表されるようなものではない
ことも確認するべきではないか、そのように私は考えるのです。そして、同時に、このま
ま事態を放置すれば、彼らの「反小泉」意識が「反日」意識へと進展していくであろうと
も考えます。こうした事態の到来を防ぐためにも、日本の政治家が、自分の政治資本を守
るために隣国の国民感情を平気で傷つける今日の状況の少しでも変えるために、私たちは、
もっと中国のことを知らねばならないと思います。 
 このことを述べたいがために、この小文を綴らせていただきました。 
